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平成 29月５月 12日 

各  位 

 

                          会 社 名 菊 水 化 学 工 業 株 式 会 社 

                          代表者名 代表取締役社長   山口 均 

                      (コード番号  ７９５３ 東証第２部・名証第２部） 

                       問合せ先  取締役 管理本部長 稲葉 信彦 

                                ＴＥＬ   052－300－2222 

 

中期経営計画の修正に関するお知らせ 

 

当社グループは、平成 27年５月 14日に中期経営計画(平成 28年３月期～平成 30年３月期までの３年

間)を公表し、推進してまいりましたが「平成 29年３月期決算短信」で公表したとおり、中期経営計画の

２年目にあたる平成 29年３月期の業績数値が確定し、３年目にあたる平成 30年３月期の業績予想数値を

下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

  

記 

 

１. 予測数値(連結ベース) 

(修正後)                                 単位：百万円 

 平成 28年３月期 

(実績) 

平成 29年３月期 

(実績) 

平成 30年３月期 

(予測) 

売上高 21,961 20,511 22,860 

営業利益 572 213 431 

  

(平成 27年 5月 14日公表数値)                         単位：百万円 

 平成 28年３月期 

(予測) 

平成 29年３月期 

(予測) 

平成 30年３月期 

(予測) 

売上高 22,500 25,500 30,000 

営業利益 940 1,140 1,500 

  

２.修正理由 

当社グループは、従来の経営方針である「下地から仕上げまで」とともに「総合塗料メーカーをめ

ざす」方針を掲げ中期経営計画（３カ年計画）を策定し、計画した施策を実行してまいりました。し

かしながら、初年度の平成 28年３月期決算第４四半期に不正競争防止法違反の疑いがかかり、事業活

動に大幅な影響がでました。 

その影響を鑑み、中期経営計画２年目の予測数値を引き下げましたが、不正競争防止法違反の疑い

による影響が予想以上に大きく、又、消費税駆け込み需要の喪失、全国的な天候不順による工事着手

及び完成の遅れ、戸建住宅改修市場の低迷、首都圏での特殊工事受注の苦戦、当社商品ラインアップ

のリニューアル途中における新製品の市場への浸透不足などにより、売上高及び損益が低調に推移し、

平成 29年３月期の予測数値を、「業績予想の修正に関するお知らせ」(平成 28年 11月８日公表)の予

測数値に引下げ修正いたしました。 
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以上の経緯により、中期経営計画最終年度にあたる平成 30年３月期の目標数値を修正することにい

たしました。 

今後につきましては、不正競争防止法違反の疑いによる影響もなくなり、又、昨年より戸建住宅市

場のみならず、戸建住宅以外の市場をもターゲットとして展開してきました、商品ラインアップの一

新も完了し、竣工予定の東海工場(瀬戸ハイブリッド工場(仮称))の稼働により強力な生産体制が整う

予定です。 

更に、中国の常熟に建設しておりました工場が竣工の運びとなり、新たなる活動展開が可能になり

ました。 

当社グループは平成 30年３月期決算を再チャレンジの期と捉え活動を行ってまいります。 

 

(注)本資料に記載されている業績目標は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。その

ため、さまざまな要因により、実際の業績が予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


